
“よりどころ”としての絵本第26回絵本学会大会
2023年 6月 17日 (土)・6月 18日 (日)
大阪大谷大学 志学台キャンパス 



関 純奈 ( 愛知工業大学附属図書館 )   
藤井 淳子 (星槎大学大学院・航空自衛隊 )   

前田 敬子 (仁愛女子短期大学幼児教育学科教授 )  

林明子の絵本制作過程の研究～『こんとあき』ダミー本 後半 4作品の変遷から見る

「かたあしだちょうのエルフ」の自己犠牲とは －臨床心理学的観点からの検討－

加古里子絵本の時間経過表現 ～文と絵の効果的なコラボレーション～

山本 美希 ( 筑波大学 ) 
永井 雅子 (都留文科大学 非常勤講師 ) 

児玉 茜 ( 国立国際美術館・金城学院大学 )   

文字なし絵本の歴史―19-20 世紀前半の事例調査
文字なし絵本の周辺要素の考察　―読みの手がかりとして

1990 年代以降の現代アーティストによる絵本の仕事

山下 彩華 ( 筑波大学大学院人文社会科学研究科博士 後期課程 )   

三井 敏朗 (相模女子大学非常勤講師 )   

絵本にみるシンデレラ物語の神話性―階段の表現を めぐって

Beatrix Potter の作品と喪失の旅ー本案としての  「こぶたのロビンソン」
岸田 容子 (ＪＰＩＣ読書アドバイザー ) 複数存在する日本語訳本についての考察～『het spook nijntje』を中心に～

尹 惠貞 ( 一橋大学 )
小松 麻美 (神戸芸術工科大学 )   

若林 みずほ (北海道士別市立士別南小学校司書教諭・ 絵本専門士 )   

林 左和子 (静岡文化芸術大学文化政策学部教授 )   

日韓の絵本による街づくり―ポストコロナに向けて人が集まる場の必要性を考える

絵本でつなぐまちづくり「しべつ絵本ツアー」の実践

図書館における布の絵本の提供について

中国の絵本の現状と課題―日本の絵本形成史をふまえて

中国語圏における絵本表現の現在

読み手の心を動かす作品の構造についての考察： ヴィゴツキーの『芸術心理学』を軸に

張 雅晴 (北陸大学編入生 ) 

浅野 法子 (大阪成蹊短期大学 )

伊藤 美和子 (花園大学 )   

金子 亜弥 (埼玉東萌短期大学 )  

絵本における「行きて帰りし物語」と保育の場での子どもの絵本体験

絵本の読み聞かせについての一考察 ―学生の絵本についてのアンケート結果より―

村田 康常 (名古屋柳城女子大学 )
黒岩 茉由 (名古屋柳城短期大学 附属柳城幼稚園 )  

曾 子安 (京都芸術大学大学院生 )  

藤井 スミ苑 ( ひこね児童図書研究 グループ )

加賀美 裕子 (美術の祭典東京展 「絵本の部屋」事務局 ) 

手良村 昭子 (関西学院聖和短期大学教授 ) 

あの日の月見草
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